








































































































新聞紙所載留學生の發表甚だ不思議なる現象」と記し、 「白眼先生」の仕打ちへの怒りを顕わに、 「猿の藝当」とまで非難している。さらに「責任と言ふ文字も当分餘りニ眞面目ニ解釋し過して一往ニ馬鹿を見る事不尠」とも述べている。これらからは、藤島に留学の話が内々にあったにもかかわらず、新聞紙上で別の人物が留学生と決定したとの発表がおこなわれ、それを見 藤島が驚きと怒りを爆発させた様子を読み取ることができる。消印が不鮮明で何年のものか不明とされていたが、八月三日付であること そ 内容から、同日 新聞で官費留学生の発表がなされ 明治三十五年八月三日のものと判断した。この 『朝日新聞』は「文部省留学生
　




























あったとみられよう。さらに三十六年 白浜徴 翌年から 年間の留学を命ぜられており、これも、白浜を美術学 に呼び図画 育の改革を推進した正木の肝煎りの人事で る。したがって、藤島が自分を冷遇する「白眼先生」と記した相手は正木校長であったと考えられる。しかし藤島の怒り 、留学生候補が別
の人物になったことを知りながら事前に知らせてくれなかった黒田にも向けられていた ではなか だろうか。黒田へのこうした失望が、留学後に味わった文展の審査への不満とやがて結びつくことになったのではなかっただろうか。　
結局藤島が渡欧したのは明治三十八年のことで、九月二十日に留学の命を受けて
から十一月十八日に出発するまで約二ヶ月 いう慌 だしさであ 。 その めか、書簡
（（の中で制作中とされた「天平美人」は完成しなかったのか、白馬会創立十年












































































黒田が留守になり、事務が滞る前に、滞欧中の作品や模写を急いで美術学校に買い取ってもらえるように交渉してい 。現在東京芸術大学大学美術館所蔵品 内「明治四十三年六月三十日買入」と記録されている藤島作品は十点ありこれらがこ 時の購入品とみられる。
挿図 （　藤島武二画室『明星』（（0（ 年 （ 月号
挿図 （　藤島武二画室（外観）　『建築工藝叢誌』第十六冊、（（（（ 年 （ 月























の場合には北側からも直射日光が差す場合があるため、建物の軸線を真北ではなく少し東に取っており、家の四方に窓を設けて明るく風が通うようにしている。西の窓は夕陽 直射日光を利用することもでき、様々な光線を利用できる。細長 開き戸を付けて、大きな作品 出し入れができるようにした。南向きにベランダのような張り出した部分を設けた。また暗い光線を必要とするための小部屋も設けた 東側には中二階を設置し、 「物を見下 たり見上げたりする爲めの場所」とした。 「大


































の小品を確認できる。 『建築工藝叢誌』の写真とは一見異なる印象ではあるが、おそらく 『建築工藝叢誌』 の写真
（其の一）
の室内の中央奥に見える鎧戸のついた窓が、







































































も入らない、文展にも出品 な と決したという。しかし らに黒田から再三再四の説得を受けてとう う文展に留まり 審査委員 受けること なった。　
さてこのように知られてきた二科設立の顚末であるが、藤島が黒田に送った渦中
の書簡二通は、藤島が一日で態度を翻したこと 伝えている。大正三 八月二日には黒田に対し、八回文展審査委員への任命を「本年迠ハ」辞退したい旨を福原鐐次郎文部次官 伝えたことを書き送る 同時に、 尚従来彼二科会と小生との関係ニ就き世間の誤解も有之候間此際公然一切の関係を断候間」この事 お含み下さいも記している。したがって、この時には藤島はもう二科から離れて文展に留まる


















とを決心しており、その上でこの年までは二科への義理から文展の審査委員を辞退しようと考えていたことがわかる。しかし翌日の黒田への手紙には、朝から福原、正木校長が前後し 来訪して説得した とから審査委員を拝命することを承知したと伝えている。したがって最終的に藤島の背中を押したのは黒田ではなく こうした文部省の上司たちであったことがわかる。　
当時の文展審査委員の規定では審査委員長には文部次官を宛てることになってい








































るいは黒田について知り得たことについてまとめたい。まず藤島の性格としては、津時代に自分でしばしば「ぐずぐずしている」といっ 表現を用いているように、思い悩むことが多いようである。このことが、なかなか作品を仕上げられず展覧会に間に合わなかったり、出品が遅れたり、あるいはかな でき上 って も完成に至らなかったりすること な り、それは生涯を通じて変わりなか たようである。今回の最後の書簡でも展覧会の出品を急遽取りやめたい 黒田に書き送っており、一度筆を措いてもまだ思い直すようなところがあったことがわかる。よく知られているように、昭和天皇の即位を祝う皇太后からの注文の油彩画では何度も完成間近と報道されつつも、また別 作品に取りかかり、納入までにほぼ十年か っている。　
また、今回黒田の日記と藤島の手紙を付き合わせたが、藤島を美術学校に呼ぶ時
期には名前が登場するものの、ほぼ藤島に対する言及はない。二科の最中のことなどは、あえて書かなかったとも取れるが、黒田と藤島は別の世界に暮らしていた、とでも言うべきであろう。そして学校騒動のこと、藤島の留学のこと、 設立運動のことなどの局面 は、黒田はそれほど発言力を発揮して るよう は見受け











十時過辞去」 記しており、多忙 日々の中、珍しくゆっくりと時間を過ごしたようである。それまでの諸々を水に流すような時間であったのだろうか。齟齬 繰り返しても、 やはり彼らには他者には代えがたい人間関係が ようにう がえる。
註（
（）「蹄の痕
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